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特定非鸞澪誓鸞議法人権 鐸 曝擁 甕 トー チ

謹 賀 新 奪

元甕織籠登半島地震で亡くなられた方々への哀1簿とも:こ被災された方々にお見舞い金幸し

上ギます。

改めましてみなさま新年あ:すましておめでとうございます。

i日年中はNPO法人トーチに多くのご支援ご協力をいただきまことにあり
寿ヾとつござしヽました。

さて利用会員さんとお付き合いをしてしばらく経つと思いがtすなく貴重な

お話をうかがうことがあります。Aさん宅へ訪問したある日、いきなり、「お前んところのNPO:ま

質か補鱗金でももらっているのか ?」との質問があり、補助金はもらっていないこと、会員さん

からめ会費≧寄付金でだけで運営していることを説明しますと、 Aさん「一人暮らしの高齢畿
つきあってくれるんだから、てっきり役所から給料か補助金でも出ているものだと思ってヽヽたよ。
あんた達よっぱどの物好きか変人だな。Jと言われ思わず苦笑してしまいました。議は続き、高

校畿事業務両親の反対奎拝じ切って縁もゆかりもない名古屋に来て、きつい仕事でも必死に働
けてきたこと。(藝本の高度経済成長を支えてきたんだねと言いますと微かに頷かれます。)総

料が銀行甕座:こ振り込み:こなけ自然:こ蓄えができたことなど、今までの楽しかったこと書しかっ

たことを語られました。少し涙ぐんだけ、思い出話で笑ったザ。いつも|ま言葉少ない人なのです
がその資は機嫌が良いのか大変饒舌で、図らずもAさんのライフレビューを聞かせてもろうこと
発ヾできました。

懐かしい思い出などを語り合うことで、脳を活性化し情緒を安定させ、それを長く続けること

で認知症予防に効果があると言われている心理・社会的アプローチに「回想法Jがあります。A
さんとのやり取りがそれにあて:ままるのかどうかわかりませんが、人生の一端を語つていただiナ
たことで、Aさんがひつもより活き難きとしていたように見えました。Aさんに限らず零ぎ層者さん

それぞれにドラマがあり、時代時代を必死に生きてみえたことが実感でき、そのことを共感し、尊
敬をもって良き伴走者として支援していけたらと考えています。

支援甕誌から昨年鋼「象:こ残ったことを書かせていただきました。本年も高齢者の権rlj擁護≧

生活支援のため引き続き活動をすすめてまいります難でご支援よろしくお願い事し上:ずます。

喜J理事長 南∫i]公庸

施設入所者のご家族、身元保証人の方々に支えられて

・甕頃、若人ホームの運営に聞わってい感者≧して身元鏃轟闘轟こついて思うところを譲伝えした
b｀≧轟酵ゝます。
特驚養鑽老Åホーム(以下F特養」とし嗜。)総入講:こ当たり、身元繰証人としヽう言葉を耳にする
ことが鸞えて来たように思鶴ヽます。現在、私が勤めてヽゝる特養でもNP参法人など:こ身元標轟Aを



依頼されてbヽる割合:よ約4● 0/0になって総けます。核家族化:こよる轟齢者命み奪世帯、子供世帯
守も共難きで仕事脅簡単に体めないこと金さら:こ :よ、鍮角が既に孫鸞羹となられてひる方等私が

福祉聞係傘仕事購 いてしヽた約4参奪欝れ:よ社会環境が違つて来ております。
さて、特養母入満要件通しては、身元保証人の必要性:よありません。しかし、実際にをま、特養華

込時にご家族、身元檬証人(身元馨:受入}又は後見入(以下F鍮元銀藪人等聾という。)をたてて票
いております。
暗まま、どういう場合1講元保護人等が必要となるのでしょうか。
第 1:こ :よ、利用者が施設から入読する場合、病院から身元保護

人を求められます。入院費の支払ひ保護や捨療方針等の選択等

が求峰られていますが、施設では身元保護人|こなれなひため、ご

家族がおられる方:ま良い翁ですが、頼れる身菫がおられない場

合:よ国つてしまう事態に陥けます。このため、ご家族がおられない

方|よ、施設入講時に身元保護人等をお願いすることになります。

また:入鏡に菫らなくとも利用者が病気になられた時、まず施

設の種託医が判断しますが、医療機関(病院等)への受診が必要

となることがしばしば発生します。この場合職員が同行し、施設か

らまま裁護サマリー(入院の場合は、栄養サマリーを追加)壺受診

失ここ鍵供し、熊鑽で母簸業や生懸状魂を麗療機闘:こお伝えします。職量は、静策が終了するまで

の半甕以上母暗闇を書理する母が実態です。そ母間施設での難量:こ不通が生じます奢畿鍛施設

入所者傘処遇上、鋼滑に業務を進行する:こ :よ、受診した壼療機関でご家族や裁元保護人等へ蒔

事1継ぎをお願いせざるを得ない状溌です。         |    :
さら:こ、甕常の受診:こおひても年闇数通して考えますと、画が定轟た轍員数で:よご家族や身元

保護人等:こよる理行受診をお願秒できない≧施設鋤難常業務が霧満に轟らない母が現状です。

第2:嘉よ、ご利用者がお額 なり:こなつた後の霧儀、量骨、進警金轟の処理を施設ではご家族や

勢元保護人等に馨:き継ぐこととなります舎ご家族がおられなしヽ端合、施設で:まご轟族(款養義務者)

を調べることずできないので、葬機の執行等何もできなくなってしまひます。

第3:こ |ま、サニビス制驚料の支払いが6カ周以上避延な攀、催告:こ感じてもらえない時は、鐘畿

を選所していたな ことになります。ご利爾者に素払いによる還断を求めることは非簿に理難であ

りこのような事態ここ至もな場ヽよう:こ、身元標護人等機 轟標証》をお願bヽするも玲です。概ね奪つの

点でご家族又iま身元保護人等を施設入講時:こお願ひしている器が現状です。

冒頭に精話ししましたように社奎雛境が変化する中で、藪醸≧櫂祉≧それ畿取り巻く社会という

分野鍮間で理難きれていない懸鐵に、身農曇bゝなり方ガ安心して施設入断することができるよう亀

まず:ま家族や身元保護人等へ母負担をできるだけ少なくするように、入講者(患者)の多様性:こ医

撥機鑢襲菫駿と資心して豊議ができる社会轟実現を担う行政≧3者がどのよう:こ負鐘幸支援して

bてか検討されることが菫まれます。轟爾はその:まざまをNP舎法人等総身元畿議が鐘うことにな
りますが、所得鋤少ない方:こも安心して種篤できる身元銀麟 lj度となるよう仕縄募≧豊薦母邁正

な連難:こ行政:ま爾与していただくことを糠つております。
理事 YoM

機 書き》このとこ轟、在宅での見守りや緊急時支援を希菫する利篤会員が懲建鵞 ほか増えてい

ます。鋼かし各一人では生きづらい時代:こなつてきたように感じます。冒頭でご纏介したよう:こ、ト
彎チ鍛鸞動がそうした方々のよりどころ:こなれたも懸Ъヽます。また、トーチが当書から取り畿んで

いる勢書りのない方々が糠爾してヽヽる「身元銀議購題Jの解決:通向けての歌り組みの一端を鐘え

たもとも思います。
さて、強意なお知わせですず、設立饉機から運営に聞わつてけただいた機爾轟理事が病無嬢

燿義中の起ころ類計翁斑洋翡こご逝去されました。これまで会難でご畿族母体験議やご曲斃織爾痣轟など

を纏介してきましたず、「菫群独地方一爾Jが絶筆となりました。心からご纂種をお祈攀鶴ヽたします幸


